
(57)【要約】

【課題】　ラジアルニードル軸受５に複数種類の荷重が

作用した場合の、このラジアルニードル軸受５の動トル

クや、ニードルのスキュー角等の特性を測定できる装置

を実現する。

【解決手段】　外輪２８を支持したリンク機構１３を、

ピボット軸受１４により揺動自在に支持する。又、回転

駆動装置１２により内輪４８を回転駆動する。この時、

上記外輪２８が連れ回りにより回転し、この回転は上記

リンク機構１３を構成する面板２９に伝達される。又、

第一の押圧装置４１により、このリンク機構１３を構成

する支持棒３０に、ラジアル荷重を負荷する。更に、第

二、第三の押圧装置４４、４５によりこの面板２９に、

モーメント荷重を負荷する。これにより、上記外輪２８

に、ラジアル荷重及びモーメント荷重が負荷される。こ

の状態で、この面板２９に作用する力をロードセル１５

により検出して、上記ラジアルニードル軸受５の動トル

クを測定する。これにより上記課題を解決できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 転 が り 軸 受 を 構 成 す る 内 輪 を 回 転 駆 動 す る 為 の 回 転 駆 動 装 置 と 、 こ の 転 が り 軸 受 を 構 成
す る 外 輪 の 回 転 に 伴 っ て 変 形 す る 様 に 、 こ の 外 輪 を 直 接 若 し く は ハ ウ ジ ン グ を 介 し て 支 持
す る と 共 に 、 こ の 転 が り 軸 受 に 複 数 種 類 の 荷 重 を 伝 達 自 在 と し た リ ン ク 機 構 と 、 こ の リ ン
ク 機 構 を 揺 動 自 在 に 支 持 し た ピ ボ ッ ト 軸 受 と 、 こ の リ ン ク 機 構 の 回 転 方 向 に 作 用 す る 力 を
測 定 す る 為 の 荷 重 セ ン サ と を 備 え た 、 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 リ ン ク 機 構 が 、 転 が り 軸 受 の 中 心 軸 に 直 交 す る 仮 想 平 面 上 に 配 置 さ れ 、 外 輪 若 し く は ハ
ウ ジ ン グ の 軸 方 向 中 央 部 外 周 面 に 、 そ の 中 心 部 を こ れ ら 外 輪 若 し く は ハ ウ ジ ン グ が 貫 通 す
る 状 態 で 固 定 さ れ た 面 板 と 、 こ の 面 板 の 周 囲 に 、 こ の 面 板 と 平 行 に 配 置 さ れ た 支 持 棒 と 、
こ の 面 板 の 両 端 部 と こ の 支 持 棒 の 両 端 部 と に そ れ ぞ れ 設 け た ヒ ン ジ 部 と 、 こ れ ら 各 ヒ ン ジ
部 を 介 し て こ れ ら 支 持 棒 と 面 板 と の 両 端 部 同 士 を 接 続 す る １ 対 の 接 続 棒 と に よ り 構 成 さ れ
て お り 、
　 ピ ボ ッ ト 軸 受 が 、 上 記 支 持 棒 の 中 央 部 を 支 持 し て お り 、
　 こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 に 上 記 転 が り 軸 受 の 径 方 向 の 荷 重 を 負 荷 す る 事 に よ り 、 上 記 リ ン ク 機
構 を 介 し て 上 記 転 が り 軸 受 に ラ ジ ア ル 荷 重 を 負 荷 し 、
　 上 記 面 板 の う ち で こ の 転 が り 軸 受 の 中 心 軸 に 関 し て 対 称 位 置 に 、 こ の 面 板 の 表 裏 方 向 に
関 し て 互 い に 逆 方 向 の 力 を そ れ ぞ れ 付 与 す る 事 に よ り 、 こ の 転 が り 軸 受 に モ ー メ ン ト 荷 重
を 負 荷 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 リ ン ク 機 構 を 構 成 す る 各 ヒ ン ジ 部 に 、 被 測 定 物 と は 別 の 、 支 承 用 転 が り 軸 受 を 組 み 込 ん
だ 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 外 輪 の 両 端 面 に 対 向 さ せ て 、 こ の 外 輪 に 作 用 す る ス ラ ス ト 方 向 の 力 を 測 定 す る 為 の 荷 重
セ ン サ を 設 置 し た 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 し た 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 被 測 定 物 で あ る 転 が り 軸 受 が ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 で あ り 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受
を 構 成 す る 外 輪 の 外 周 面 複 数 個 所 で 少 な く と も 軸 方 向 に 離 隔 し た 位 置 に 、 こ の ラ ジ ア ル ニ
ー ド ル 軸 受 を 構 成 す る 各 ニ ー ド ル の 通 過 を 検 知 す る 為 の セ ン サ を そ れ ぞ れ 設 置 し た 、 請 求
項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 し た 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 等 の 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 の 改 良 に 関 し 、
具 体 的 に は 、 こ の 転 が り 軸 受 に 複 数 種 類 の 荷 重 を 同 時 に 負 荷 し た 状 態 で 、 こ の 転 が り 軸 受
の 動 ト ル ク や 他 の 特 性 を 測 定 す る 事 が 可 能 な 装 置 を 実 現 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 遊 星 歯 車 を 備 え た 機 械 装 置 と し て 、
自 動 車 用 の 自 動 変 速 装 置 が 、 広 く 知 ら れ て い る 。 こ の 様 な 自 動 変 速 装 置 と し て 従 来 か ら 、
複 数 の 遊 星 歯 車 式 変 速 機 を 組 み 合 わ せ て 成 る も の 、 或 は ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 と 遊 星 歯
車 式 変 速 機 と を 組 み 合 わ せ て 成 る も の が 、 広 く 知 ら れ て い る 。 又 、 こ の 様 な 遊 星 歯 車 式 変
速 機 を 組 み 込 ん だ 自 動 変 速 装 置 の 場 合 に は 、 キ ャ リ ア に 対 し 遊 星 歯 車 を 回 転 自 在 に 支 持 す
る 。 こ の 様 に 、 キ ャ リ ア に 対 し 遊 星 歯 車 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 構 造 に 関 し て は 、 例 え ば 特
許 文 献 １ 等 、 多 数 の 文 献 に 記 載 さ れ て 従 来 か ら 周 知 で あ る 。 図 ２ は 、 上 述 の 様 に キ ャ リ ア
に 対 し 遊 星 歯 車 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 、 遊 星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 の １ 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 図 ２ に 示 し た 構 造 で は 、 キ ャ リ ア １ を 構 成 す る 互 い に 平 行 な １ 対 の 支 持 板 ２ ａ 、 ２
ｂ の 円 周 方 向 複 数 個 所 に 、 支 持 軸 ３ の 両 端 部 を 支 持 固 定 し て い る 。 そ し て 、 こ の 支 持 軸 ３
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の 中 間 部 周 囲 に 遊 星 歯 車 ４ を 、 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ を 介 し て 、 回 転 自 在 に 支 持 し て い
る 。 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ は 、 複 数 本 の ニ ー ド ル ６ 、 ６ を 保 持 器 ７ に よ り 転 動 自 在
に 保 持 す る と 共 に 、 上 記 支 持 軸 ３ の 中 間 部 外 周 面 を 円 筒 状 の 内 輪 軌 道 ８ と し 、 上 記 遊 星 歯
車 ４ の 内 周 面 を 円 筒 状 の 外 輪 軌 道 ９ と し て 、 上 記 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の 転 動 面 を 、 こ れ ら 内
輪 軌 道 ８ 及 び 外 輪 軌 道 ９ に 転 が り 接 触 さ せ て い る 。 又 、 上 記 遊 星 歯 車 ４ の 軸 方 向 両 端 面 と
上 記 両 支 持 板 ２ ａ 、 ２ ｂ の 内 側 面 と の 間 に は 、 そ れ ぞ れ フ ロ ー テ ィ ン グ ワ ッ シ ャ １ ０ ａ 、
１ ０ ｂ を 配 置 し て 、 上 記 遊 星 歯 車 ４ の 軸 方 向 両 端 面 と 上 記 両 支 持 板 ２ ａ 、 ２ ｂ の 内 側 面 と
の 間 の 摩 擦 力 の 低 減 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 様 な 構 成 を 有 す る 遊 星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 は 、 ラ ジ ア ル 荷 重 は 勿 論 、 モ ー メ ン ト
荷 重 が 負 荷 さ れ た 状 態 で 使 用 さ れ る 場 合 が 多 い 。 従 っ て 、 こ の 様 な 状 態 で 使 用 さ れ る 上 記
遊 星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 に 組 み 込 む ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ に は 、 複 数 の 荷 重 が 合 成 さ れ
て 作 用 す る 。 こ の 様 な 合 成 荷 重 下 で 使 用 さ れ る 上 記 遊 星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 の 場 合 、 こ の
回 転 支 持 装 置 に 組 み 込 む ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ を 構 成 す る 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の 転 動 面 に
、 フ レ ー キ ン グ 等 の 損 傷 を 生 じ 易 い と 言 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 様 な 問 題 を 解 消 す る 為 に は 、 フ レ ー キ ン グ の 損 傷 が 生 じ る 原 因 を 調 べ る 必 要 が あ
る が 、 こ の 為 に は 、 上 記 遊 星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 に 組 み 込 ま れ た 状 態 で 作 用 す る 合 成 荷 重
を 再 現 し て 、 即 ち 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ に ラ ジ ア ル 方 向 と モ ー メ ン ト 方 向 と の 合
成 荷 重 を 負 荷 し た 状 態 で 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 の 動 ト ル ク や 、 上 記 各 ニ ー ド ル ６ 、
６ の 転 動 状 態 等 の 特 性 を 測 定 す る 必 要 が あ る 。 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク を 測 定 す る 装 置 と し
て 、 特 許 文 献 ２ ～ ４ に 記 載 さ れ た 発 明 が あ る が 、 こ れ ら 各 特 許 文 献 に 記 載 さ れ た 発 明 は 、
測 定 さ れ る 転 が り 軸 受 に 積 極 的 に モ ー メ ン ト 荷 重 を 負 荷 し た 状 態 で 、 こ の 転 が り 軸 受 の 動
ト ル ク を 測 定 す る 構 造 と は な っ て い な い 。 従 っ て 、 上 記 各 特 許 文 献 に 記 載 さ れ た 発 明 で は
、 ラ ジ ア ル 荷 重 の 他 に モ ー メ ン ト 荷 重 を 負 荷 し た 状 態 で 、 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク や 他 の 特
性 を 測 定 す る 事 は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ５ ８ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ２ ０ ９ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ５ ０ ７ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ４ ２ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 は 、 上 述 の 様 な 事 情 に 鑑 み 、 転 が り 軸 受 に 複 数
種 類 の 荷 重 が 同 時 に 作 用 し た 場 合 の 、 こ の 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク や 、 転 動 体 の 転 動 状 態 等
の 特 性 を 測 定 で き る 装 置 を 実 現 す べ く 発 明 し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 は 、 回 転 駆 動 装 置 と 、 リ ン ク 機 構 と 、 ピ ボ ッ ト
軸 受 と 、 荷 重 セ ン サ と を 備 え る 。
　 こ の う ち の 回 転 駆 動 装 置 は 、 転 が り 軸 受 を 構 成 す る 内 輪 を 回 転 駆 動 す る 為 の も の で あ る
。
　 又 、 上 記 リ ン ク 機 構 は 、 上 記 転 が り 軸 受 を 構 成 す る 外 輪 の 回 転 に 伴 っ て 変 形 す る 様 に 、
こ の 外 輪 を 直 接 若 し く は ハ ウ ジ ン グ を 介 し て 支 持 す る と 共 に 、 こ の 転 が り 軸 受 に 複 数 種 類
の 荷 重 を 伝 達 自 在 と し て い る 。
　 又 、 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 は 、 上 記 リ ン ク 機 構 を 揺 動 自 在 に 支 持 す る も の で あ る 。
　 又 、 上 記 荷 重 セ ン サ は 、 上 記 リ ン ク 機 構 の 回 転 方 向 に 作 用 す る 力 を 測 定 す る 為 の も の で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 の 場 合 、 複 数 方 向 （ 複 数 種
類 ） の 荷 重 を 合 成 し た 合 成 荷 重 下 に 於 け る 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク を 測 定 で き る 。 即 ち 、 回
転 駆 動 装 置 に よ り 内 輪 を 回 転 駆 動 し た 場 合 、 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 の 動 ト ル ク に よ り 、 外
輪 も 回 転 す る 傾 向 と な る 。 こ の 外 輪 を 支 持 す る リ ン ク 機 構 は 、 こ の 外 輪 の 回 転 に 伴 い 変 形
す る 。 又 、 こ の リ ン ク 機 構 は 、 ピ ボ ッ ト 軸 受 に よ り 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 為 、
上 記 外 輪 は 、 こ の リ ン ク 機 構 の 変 形 及 び 揺 動 の 範 囲 内 で 回 転 可 能 で あ る 。 又 、 こ の 回 転 は
、 こ の リ ン ク 機 構 に 伝 達 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の リ ン ク 機 構 の 回 転 方 向 に 作 用 す る 力 を 測 定
す る 事 に よ り 、 上 記 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 、 上 記 外 輪 を 支 持 す る リ ン ク 機 構 に 複 数 方 向 の 荷 重 を 負 荷 す る 事 に よ り 、 上 記 転 が り
軸 受 に 合 成 荷 重 を 負 荷 で き る 。 即 ち 、 上 記 リ ン ク 機 構 は 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 に よ り 支 持 さ れ
て い る 為 、 こ の リ ン ク 機 構 が 、 こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 を 中 心 に 揺 動 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 こ の
リ ン ク 機 構 の 揺 動 方 向 に 荷 重 を 負 荷 す る 事 が 可 能 で あ る 。 又 、 こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 に 所 定 方
向 の 荷 重 を 負 荷 す れ ば 、 こ の リ ン ク 機 構 全 体 に 所 定 方 向 の 荷 重 を 負 荷 す る 事 が 可 能 で あ る
。 本 発 明 の 場 合 、 こ の 様 に 、 リ ン ク 機 構 に 複 数 方 向 の 荷 重 を 負 荷 す る 事 に よ り 、 こ の リ ン
ク 機 構 を 介 し て 上 記 転 が り 軸 受 に 合 成 荷 重 を 負 荷 で き る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 上 述 の 様
に 、 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク を 検 出 す れ ば 、 合 成 荷 重 下 に 於 け る 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク が 検
出 で き る 。
　 こ の 結 果 、 遊 星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 の 様 に 、 合 成 荷 重 下 で 使 用 さ れ る 回 転 支 持 装 置 に 組
み 込 む 転 が り 軸 受 の 性 能 向 上 に 寄 与 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る 為 に 好 ま し く は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 様 な 構 成 と す る 。
　 即 ち 、 リ ン ク 機 構 を 、 転 が り 軸 受 の 中 心 軸 に 直 交 す る 仮 想 平 面 上 に 配 置 さ れ 、 面 板 と 、
支 持 棒 と 、 ヒ ン ジ 部 と 、 １ 対 の 接 続 棒 と に よ り 構 成 さ れ る も の と す る 。
　 こ の う ち の 面 板 は 、 外 輪 若 し く は ハ ウ ジ ン グ の 軸 方 向 中 央 部 外 周 面 に 、 そ の 中 心 部 を こ
れ ら 外 輪 若 し く は ハ ウ ジ ン グ が 貫 通 す る 状 態 で 固 定 す る 。
　 又 、 上 記 支 持 棒 は 、 上 記 面 板 の 周 囲 （ 例 え ば 上 方 又 は 下 方 ） に 、 こ の 面 板 と 平 行 に 配 置
す る 。
　 又 、 上 記 ヒ ン ジ 部 は 、 上 記 支 持 棒 の 両 端 部 と 上 記 面 板 の 両 端 部 と に そ れ ぞ れ 設 け る 。
　 又 、 上 記 各 接 続 棒 は 、 上 記 各 ヒ ン ジ 部 を 介 し て 、 上 記 支 持 棒 と 面 板 と の 両 端 部 同 士 を 接
続 す る 。
　 又 、 ピ ボ ッ ト 軸 受 に よ り 、 上 記 支 持 棒 の 中 央 部 を 支 持 す る 。
　 又 、 こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 に 上 記 転 が り 軸 受 の 径 方 向 （ 例 え ば 上 下 方 向 ） の 荷 重 を 負 荷 す る
事 に よ り 、 上 記 リ ン ク 機 構 を 介 し て 上 記 転 が り 軸 受 に 、 ラ ジ ア ル 荷 重 を 負 荷 す る 。
　 又 、 上 記 面 板 の う ち で 、 こ の 転 が り 軸 受 の 中 心 軸 に 関 し て 対 称 位 置 に 、 こ の 面 板 の 表 裏
方 向 に 関 し て 互 い に 逆 方 向 の 力 を そ れ ぞ れ 付 与 す る 事 に よ り 、 こ の 転 が り 軸 受 に モ ー メ ン
ト 荷 重 を 負 荷 す る 。
　 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 上 記 転 が り 軸 受 に ラ ジ ア ル 方 向 及 び モ ー メ ン ト 方 向 の 合 成 荷 重 を
負 荷 し た 状 態 で 、 こ の 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク を 測 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 よ り 好 ま し く は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た 様 に 、 上 記 リ ン ク 機 構 を 構 成 す る 各 ヒ ン ジ 部
に 、 被 測 定 物 と は 別 の 、 支 承 用 転 が り 軸 受 を 組 み 込 む 。
　 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 リ ン ク 機 構 が 変 形 す る 事 に 対 す る 摩 擦 損 失 を 極 め て 小 さ く で き 、
上 記 被 測 定 物 で あ る 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク を 、 よ り 正 確 に 測 定 で き る 。
　 更 に 好 ま し く は 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た 様 に 、 上 記 外 輪 の 両 端 面 に 対 向 さ せ て 、 こ の 外 輪
に 作 用 す る ス ラ ス ト 方 向 の 力 を 測 定 す る 為 の 荷 重 セ ン サ を 設 置 す る 。
　 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 転 が り 軸 受 の 運 転 中 に 生 じ る ス ラ ス ト 力 が 測 定 可 能 で あ る 。 即 ち
、 本 発 明 の 場 合 、 上 記 外 輪 を 支 持 す る リ ン ク 機 構 が ピ ボ ッ ト 軸 受 に よ り 支 持 さ れ て い る 為
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、 上 記 転 が り 軸 受 に 生 じ る ス ラ ス ト 力 に よ り こ の 外 輪 が ス ラ ス ト 方 向 に 変 位 可 能 で あ る 。
従 っ て 、 こ の 外 輪 が ス ラ ス ト 方 向 に 移 動 す る 力 を 測 定 す る 事 に よ り 、 上 記 転 が り 軸 受 に 生
じ る ス ラ ス ト 力 を 測 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 請 求 項 ５ に 記 載 し た 様 に 、 上 記 被 測 定 物 で あ る 転 が り 軸 受 が ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受
で あ る 場 合 に は 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 を 構 成 す る 外 輪 の 外 周 面 複 数 個 所 で 少 な く と
も 軸 方 向 に 離 隔 し た 位 置 に 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 を 構 成 す る 各 ニ ー ド ル の 通 過 を 検
知 す る 為 の セ ン サ を 、 そ れ ぞ れ 設 置 す る 事 が 好 ま し い 。
　 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 上 記 軸 方 向 に 離 隔 し た 位 置 で そ れ ぞ れ 検 知 し た 各 ニ ー ド ル の 通 過
時 間 の ず れ か ら 、 合 成 荷 重 下 に 於 け る 上 記 各 ニ ー ド ル の ス キ ュ ー 角 を 求 め る 事 が で き る 。
又 、 こ れ ら 各 ニ ー ド ル の 公 転 速 度 も 検 出 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 本 実 施 例 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 １ １ は 、 前 述 の 遊
星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 の 運 転 状 態 に 近 い 状 態 を 再 現 し 、 こ の 状 態 で 、 こ の 回 転 支 持 装 置 に
組 み 込 む ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ 等 の 転 が り 軸 受 の 動 ト ル ク 等 の 各 種 特 性 を 測 定 す る も の
で あ る 。 こ の 為 に 、 上 記 動 ト ル ク 測 定 装 置 １ １ は 、 回 転 駆 動 装 置 １ ２ と 、 リ ン ク 機 構 １ ３
と 、 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ と 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 荷 重 セ ン サ で あ る ロ ー ド セ ル １ ５ と を 備 え
る 。 こ の う ち の 回 転 駆 動 装 置 １ ２ は 、 上 記 動 ト ル ク 測 定 装 置 １ １ に よ り 動 ト ル ク を 測 定 す
る 対 象 で あ る 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 内 輪 軌 道 ８ （ 図 ２ 参 照 。 尚 、 図 ２ で は 、 支
持 軸 ３ の 外 周 面 に 内 輪 軌 道 ８ を 形 成 し て い る 。 従 っ て 、 図 ２ の 構 造 で は 、 支 持 軸 ３ が 内 輪
に 相 当 す る 。 ） を 形 成 し た 内 輪 ４ ８ を 回 転 駆 動 す る 為 の も の で あ る 。 又 、 上 記 内 輪 ４ ８ を
回 転 駆 動 す る 為 に 、 上 記 回 転 駆 動 装 置 １ ２ は 、 電 動 モ ー タ １ ６ と 、 ベ ル ト 伝 達 部 １ ７ と 、
歯 車 伝 達 部 １ ８ と を 備 え る 。 そ し て 、 こ の 電 動 モ ー タ １ ６ の 動 力 を こ れ ら ベ ル ト 伝 達 部 １
７ と 歯 車 伝 達 部 １ ８ と を 介 し て 、 上 記 内 輪 ４ ８ に 伝 達 自 在 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 ベ ル ト 伝 達 部 １ ７ は 、 駆 動 プ ー リ ２ ０ と 、 従 動 プ ー リ ２ ２ と 、 こ れ ら 駆 動 プ ー リ ２
０ と 従 動 プ ー リ ２ ２ と の 間 に 掛 け 渡 し た ベ ル ト ２ １ と か ら 成 り 、 上 記 歯 車 伝 達 部 １ ８ は 、
大 歯 車 ２ ５ と 小 歯 車 ２ ６ と か ら 成 る 。 そ し て 、 上 記 電 動 モ ー タ １ ６ の 動 力 は 、 次 の 様 に 上
記 内 輪 ４ ８ に 伝 達 さ れ る 。 即 ち 、 上 記 電 動 モ ー タ １ ６ の 回 転 駆 動 軸 １ ９ を 回 転 駆 動 す る 事
に よ り 、 こ の 回 転 駆 動 軸 １ ９ の 先 端 （ 図 １ の 左 上 ） 部 に 固 定 し た 上 記 駆 動 プ ー リ ２ ０ を 回
転 さ せ る 。 こ の 駆 動 プ ー リ ２ ０ の 回 転 は 、 上 記 ベ ル ト ２ １ を 介 し て 上 記 従 動 プ ー リ ２ ２ に
伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 又 、 上 記 従 動 プ ー リ ２ ２ を そ の 基 端 （ 図 １ の 右 下 ） 部 に 固 定 し た 中 間 軸 ２ ３ は 、 両 端 部
を 転 が り 軸 受 や 滑 り 軸 受 等 の 軸 受 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て お り 、 中 間
部 に 上 記 大 歯 車 ２ ５ を 固 定 し て い る 。 又 、 こ の 大 歯 車 ２ ５ の 周 囲 に 、 こ の 大 歯 車 ２ ５ と 噛
合 す る 上 記 小 歯 車 ２ ６ を 配 置 し て い る 。 こ の 小 歯 車 ２ ６ は 、 そ の 中 間 部 に 上 記 内 輪 ４ ８ を
外 嵌 固 定 し て こ の 内 輪 ４ ８ と 共 に 回 転 す る 、 主 軸 ２ ７ の 中 間 部 基 端 寄 り （ 図 １ の 右 下 寄 り
） 部 分 に 固 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 上 記 従 動 プ ー リ ２ ２ に 伝 達 さ れ た 回 転 駆 動 力 は 、 上 記
大 歯 車 ２ ５ と 小 歯 車 ２ ６ と を 介 し て 、 上 記 主 軸 ２ ７ に 伝 達 さ れ る 。 こ の 様 に 、 本 実 施 例 の
場 合 、 上 記 電 動 モ ー タ １ ６ の 回 転 駆 動 力 を 、 上 記 プ ー リ 伝 達 部 １ ７ と 上 記 歯 車 伝 達 部 １ ８
と を 介 す る 事 に よ り 増 速 し て 、 上 記 主 軸 ２ ７ に 外 嵌 し た 上 記 内 輪 ４ ８ に 伝 達 し て い る 。 尚
、 こ の 主 軸 ２ ７ は 、 上 記 小 歯 車 ２ ６ と 上 記 内 輪 ４ ８ と の 間 と 、 一 端 部 （ 図 の 左 上 部 ） と が
、 そ れ ぞ れ 転 が り 軸 受 或 は 滑 り 軸 受 等 の 軸 受 ２ ４ ｂ 、 ２ ４ ｂ に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 又 、 本 実 施 例 の 場 合 、 前 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 外 輪 軌 道 ９ （ 図 ２ 参 照 。 尚 、 図 ２
で は 、 遊 星 歯 車 ４ の 内 周 面 に 外 輪 軌 道 ９ を 形 成 し て い る 。 従 っ て 、 図 ２ の 構 造 で は 、 遊 星
歯 車 ４ が 外 輪 に 相 当 す る 。 ） を 外 輪 ２ ８ の 内 周 面 に 形 成 し て い る 。 そ し て 、 上 記 内 輪 ４ ８
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の 外 周 面 に 形 成 し た 上 記 内 輪 軌 道 ８ と 、 こ の 外 輪 軌 道 ９ と の 間 に 複 数 の ニ ー ド ル ６ 、 ６ （
図 ２ 参 照 ） を 、 転 動 自 在 に 設 け て い る 。 従 っ て 、 上 記 外 輪 ２ ８ は 、 上 記 内 輪 ４ ８ に 対 し て
回 転 自 在 で あ る 。 又 、 こ の 外 輪 ２ ８ は 、 前 記 リ ン ク 機 構 １ ３ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 尚 、
こ の 外 輪 ２ ８ に ハ ウ ジ ン グ を 外 嵌 す る 場 合 も あ る 。 こ の 場 合 、 こ の ハ ウ ジ ン グ を こ の リ ン
ク 機 構 １ ３ に よ り 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ は 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 中 心 軸 に 直 交 す る 仮 想 平 面 上 に
配 置 さ れ て お り 、 面 板 ２ ９ と 、 支 持 棒 ３ ０ と 、 ４ 個 所 の ヒ ン ジ 部 ３ ５ 、 ３ ５ と 、 １ 対 の 接
続 棒 ３ １ 、 ３ １ と か ら 構 成 さ れ る 。 こ の う ち の 面 板 ２ ９ は 、 中 心 部 に 通 孔 ３ ２ を 設 け た 主
部 ３ ３ と 、 こ の 主 部 ３ ３ の 両 側 に 設 け た 腕 部 ３ ４ 、 ３ ４ と か ら 成 る 。 そ し て 、 こ の 通 孔 ３
２ に 上 記 外 輪 ２ ８ を 貫 通 す る 状 態 で 内 嵌 固 定 し て 、 上 記 面 板 ２ ９ と こ の 外 輪 ２ ８ と を 不 離
に 結 合 し て い る 。 又 、 こ の 面 板 ２ ９ が 、 こ の 外 輪 ２ ８ の 軸 方 向 中 央 部 に 位 置 す る 様 に 固 定
さ れ て い る 。 尚 、 こ の 面 板 ２ ９ は 、 金 属 製 或 は 合 成 樹 脂 製 と し 、 上 記 腕 部 ３ ４ 、 ３ ４ が 湾
曲 し た り 、 後 述 す る 様 に こ の 面 板 ２ ９ に 作 用 す る 荷 重 に よ り 変 形 し な い 程 度 の 剛 性 を 確 保
す る 。 又 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 面 板 ２ ９ を 図 示 の 様 な 形 状 と す る 事 に よ り 、 余 分 な 部 分
（ 例 え ば 、 腕 部 ３ ４ 、 ３ ４ の 下 部 ） を 除 肉 し て 軽 量 化 を 図 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 上 記 面
板 ２ ９ の 慣 性 質 量 を 低 減 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 又 、 上 記 支 持 棒 ３ ０ は 、 上 記 面 板 ２ ９ の 上 側 に 、 こ の 面 板 ２ ９ と 平 行 に 配 置 さ れ て い る
。 こ の 支 持 棒 ３ ０ も 金 属 製 等 と す る 事 に よ り 、 こ の 支 持 棒 ３ ０ に 作 用 す る 荷 重 に よ り 変 形
し な い 程 度 の 剛 性 を 確 保 し て い る 。 又 、 こ の 支 持 棒 ３ ０ の 両 端 部 と 、 上 記 面 板 ２ ９ の 両 端
部 に 設 け た 腕 部 ３ ４ 、 ３ ４ と に 、 そ れ ぞ れ 上 記 ヒ ン ジ 部 ３ ５ 、 ３ ５ を 設 け て い る 。 又 、 上
記 支 持 棒 ３ ０ の 両 端 部 と 腕 部 ３ ４ 、 ３ ４ の 先 端 部 と を 、 こ れ ら 各 ヒ ン ジ 部 ３ ５ 、 ３ ５ を 介
し て 、 上 記 接 続 棒 ３ １ 、 ３ １ に よ り 接 続 し て い る 。 従 っ て 、 こ れ ら 支 持 棒 ３ ０ 及 び 腕 部 ３
４ 、 ３ ４ と こ れ ら 各 接 続 棒 ３ １ 、 ３ １ と の 連 結 部 に は 、 そ れ ぞ れ ヒ ン ジ 部 ３ ５ 、 ３ ５ が 存
在 し 、 各 部 材 ２ ９ 、 ３ ０ 、 ３ １ が 、 こ れ ら 各 ヒ ン ジ 部 ３ ５ 、 ３ ５ を 支 点 と し て 互 い に 揺 動
変 位 自 在 と な る 。 又 、 こ れ ら 各 ヒ ン ジ 部 ３ ５ 、 ３ ５ に は 、 転 が り 軸 受 ３ ６ 、 ３ ６ を 組 み 込
ん で 、 こ れ ら 各 ヒ ン ジ 部 ３ ５ 、 ３ ５ が 揺 動 変 位 す る 事 に 対 す る 抵 抗 を 低 減 し て い る 。 本 実
施 例 の 場 合 、 上 記 各 部 材 ２ ９ 、 ３ ０ 、 ３ １ を 、 上 述 し た 様 に 構 成 す る 事 に よ り 、 矩 形 若 し
く は 平 行 四 辺 形 の 、 リ ン ク 機 構 １ ３ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 又 、 本 実 施 例 の 場 合 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ は 、 そ の 全 体 が 、 前 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ に よ
り 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 即 ち 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ を 構 成 す る 上 記 支 持 棒 ３ ０ の 中
央 下 部 に 、 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 構 成 す る 雌 部 を 形 成 し た 部 材 を 固 設 し て い る 。 尚 、 こ
の 支 持 棒 ３ ０ の 中 央 下 部 に 直 接 、 こ の 雌 部 を 形 成 し て も 良 い 。 又 、 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４
を 構 成 す る 雄 部 は 、 後 述 す る 、 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ に 荷 重 を 負 荷 す る 為 の ラ ジ ア ル 荷 重 負
荷 装 置 ３ ８ を 構 成 す る 揺 動 腕 部 ３ ９ の 中 間 部 に 、 そ の 中 心 軸 α を ほ ぼ 鉛 直 方 向 に 位 置 さ せ
て 、 上 方 に 向 け て 固 設 し て い る 。 そ し て 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ に 設 け た 上 記 雄 部 と 上 記 支 持
棒 ３ ０ に 設 け た 上 記 雌 部 と を 係 合 さ せ て い る 。 従 っ て 、 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ は 、 上 記 ピ ボ
ッ ト 軸 受 １ ４ を 中 心 に 揺 動 可 能 な 状 態 と な る 。 具 体 的 に は 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ を 構 成 す
る 支 持 棒 ３ ０ が 、 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 中 心 に 揺 動 可 能 な 状 態 と な り 、 こ の 支 持 棒 ３ ０
の 揺 動 に 伴 い 、 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ が 変 形 す る 。 尚 、 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ は 、 後 述 す る
、 こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 介 し て 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ に 負 荷 さ れ る 荷 重 に 、 十 分 に 耐 え ら
れ る 強 度 及 び 剛 性 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 尚 、 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ は 、 ピ ボ ッ ト 玉 軸 受 と し て も 良 い 。 又 、 こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 １
４ を 配 置 す る 方 向 は 、 上 述 し た 場 合 と 上 下 反 対 と し て も 良 い 。 即 ち 、 上 記 雄 部 を 上 記 支 持
棒 ３ ０ の 中 央 部 に 下 方 に 向 け て 固 設 し 、 上 記 雌 部 を 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ の 中 間 部 の 上 部 に 設
け て も 良 い 。 本 発 明 者 が 、 実 際 に 本 実 施 例 の 装 置 を 組 ん で 、 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ の 配 置
す る 方 向 を 変 え て 実 施 し た 結 果 、 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ の 揺 動 量 が 小 さ か っ た 為 、 こ の ピ ボ
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ッ ト 軸 受 １ ４ を ど ち ら の 方 向 に 配 置 し て も 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ の 揺 動 に 支 障 は な か っ た
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 又 、 上 記 ラ ジ ア ル 荷 重 負 荷 装 置 ３ ８ は 、 前 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ に ラ ジ ア ル 荷 重 を
負 荷 す る 為 の も の で 、 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ と 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ の 基 端 部 （ 図 の 左 上 部 ） を
支 持 す る 揺 動 支 持 部 ４ ０ と 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ の 先 端 部 （ 図 の 右 下 部 ） に 上 方 に 向 く 力 を
付 与 す る 為 の 第 一 の 押 圧 装 置 ４ １ と か ら 構 成 さ れ る 。 こ の う ち の 揺 動 支 持 部 ４ ０ は 、 固 定
の 部 分 に 設 置 さ れ て お り 、 上 面 を 、 互 い に 逆 方 向 に 傾 斜 し た 傾 斜 面 ４ ２ 、 ４ ２ と し て い る
。 即 ち 、 こ れ ら 各 傾 斜 面 ４ ２ 、 ４ ２ は 、 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ の 配 設 方 向 に 直 交 す る 様 に 配 置
さ れ 、 下 方 に 向 か う 程 互 い に 近 付 く 方 向 に 傾 斜 し て い る 。 そ し て 、 上 記 各 傾 斜 面 ４ ２ 、 ４
２ の 下 端 縁 同 士 を 突 き 合 わ せ て い る 。 又 、 こ れ ら 各 傾 斜 面 ４ ２ 、 ４ ２ の 突 き 合 わ せ た 部 分
（ 最 底 部 ） に 、 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ の 基 端 部 を 下 方 に 折 り 曲 げ た 折 り 曲 げ 部 ４ ３ の 下 端 部 を
突 き 当 て て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 又 、 上 記 折 り 曲 げ 部 ４ ３ の 下 端 部 は ナ イ フ エ ッ ジ と し て お り 、 こ の ナ イ フ エ ッ ジ の 先 端
を 、 上 記 各 傾 斜 面 ４ ２ 、 ４ ２ 同 士 を 突 き 合 わ せ た 部 分 に 当 接 さ せ て い る 。 そ し て 、 上 記 折
り 曲 げ 部 ４ ３ の 下 端 部 の ナ イ フ エ ッ ジ と 上 記 揺 動 支 持 部 ４ ０ と に よ り 、 ナ イ フ エ ッ ジ 軸 受
を 構 成 し て い る 。 従 っ て 、 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ は 、 上 記 ナ イ フ エ ッ ジ と 上 記 各 傾 斜 面 ４ ２ 、
４ ２ を 突 き 合 わ せ た 部 分 と の 当 接 部 を 支 点 と し て 、 揺 動 可 能 で あ る 。 尚 、 上 記 ナ イ フ エ ッ
ジ を 支 承 す る 上 記 揺 動 支 持 部 ４ ０ 及 び こ の ナ イ フ エ ッ ジ に 就 い て も 、 負 荷 荷 重 に 十 分 耐 え
ら れ る 様 に 、 材 料 や 形 状 等 を 設 計 的 に 定 め る 。 又 、 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ の 下 端 部 を 揺 動 自 在
に 支 承 で き れ ば 、 上 述 し た ナ イ フ エ ッ ジ 軸 受 以 外 に 、 例 え ば 、 ピ ボ ッ ト 軸 受 を 採 用 し て も
良 い 。 但 し 、 本 実 施 例 の 様 に 、 ナ イ フ エ ッ ジ 軸 受 を 採 用 す れ ば 、 こ の ナ イ フ エ ッ ジ 軸 受 に
荷 重 が 負 荷 さ れ る 事 に よ り 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ の 位 置 が 安 定 し 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ が 所 望 の
方 向 以 外 に 揺 動 す る 事 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 又 、 上 記 第 一 の 押 圧 装 置 ４ １ は 、 エ ア シ リ ン ダ に よ り 構 成 し て 、 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ の 先
端 部 に 上 方 向 の 荷 重 を 負 荷 す る も の で 、 シ リ ン ダ を 固 定 の 部 分 に 設 置 し 、 こ の シ リ ン ダ に
よ り ロ ッ ド を 、 上 下 方 向 の 移 動 自 在 と し て い る 。 又 、 こ の ロ ッ ド の 先 端 部 を 、 上 記 揺 動 腕
部 ３ ９ の 先 端 部 に 係 合 さ せ て い る 。 そ し て 、 上 記 シ リ ン ダ 内 に 圧 縮 空 気 を 送 り 込 む 事 に よ
り 上 記 ロ ッ ド を 上 昇 さ せ て 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ の 先 端 部 に 上 方 向 の 荷 重 を 負 荷 自 在 と し て
い る 。 尚 、 上 記 第 一 の 押 圧 装 置 ４ １ は 、 エ ア シ リ ン ダ 以 外 に 、 オ イ ル に よ る 圧 力 を 利 用 す
る 等 、 そ の 他 の 手 段 を 採 用 し て も 良 い 。 即 ち 、 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ に 上 向 き の 力 を 付 与 で き
る 構 造 で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 第 一 の 押 圧 装 置 ４ １ に よ り 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９
の 先 端 部 を 上 昇 さ せ る 事 に よ り 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ を 上 記 ナ イ フ エ ッ ジ 軸 受 を 支 点 と し て
上 方 向 に 揺 動 さ せ る 。 こ の 結 果 、 前 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 介 し て 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ に 、
上 向 の 荷 重 を 負 荷 で き る 。 尚 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 支 持 棒 ３ ０ を 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ に 対
し て ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ に よ り 支 承 し て い る 為 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ が 上 向 に 揺 動 し て も 、 こ
の 支 承 し て い る 部 分 が ず れ る 事 は 殆 ど な い 。 即 ち 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ が 上 方 向 に 揺 動 し た
場 合 に 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ に 固 定 さ れ た 、 上 記 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 構 成 す る 雄 部 の 中 心 軸
α が 鉛 直 方 向 に 対 し て ず れ る 傾 向 と な っ て も 、 こ の 雄 部 が 上 記 支 持 棒 ３ ０ に 固 定 さ れ た 雌
部 か ら ず れ る 事 は 殆 ど な い 。 こ の 為 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ か ら 上 記 支 持 棒 ３ ０ に 対 し て 確 実
に 荷 重 を 負 荷 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 又 、 上 述 の 様 に 、 リ ン ク 機 構 １ ３ に 上 方 向 の 荷 重 を 負 荷 す る 事 に よ り 、 前 記 ラ ジ ア ル ニ
ー ド ル 軸 受 ５ を 構 成 す る 外 輪 ２ ８ に 対 し て ラ ジ ア ル 方 向 の 荷 重 を 負 荷 で き る 。 即 ち 、 前 述
の 様 に 、 こ の 外 輪 ２ ８ は 、 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ に よ り 支 持 さ れ て い る 為 、 こ の リ ン ク 機 構
１ ３ に 荷 重 を 負 荷 す れ ば 、 こ の 外 輪 ２ ８ に も 荷 重 が 負 荷 さ れ る 。 又 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３
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は 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 中 心 軸 に 直 交 す る 仮 想 平 面 上 に 存 在 す る 為 、 こ の リ ン
ク 機 構 １ ３ に 上 方 向 の 荷 重 を 負 荷 す れ ば 、 上 記 外 輪 ２ ８ に も 上 方 向 の ラ ジ ア ル 荷 重 が 負 荷
さ れ る 。 そ し て 、 上 記 第 一 の 押 圧 装 置 ４ １ の シ リ ン ダ 内 に 送 り 込 む 空 気 圧 を 変 え た り 、 揺
動 腕 部 ３ ９ の 軸 方 向 に 関 し て 、 こ の 揺 動 腕 部 ３ ９ に よ り 上 記 支 持 棒 ３ ０ に 荷 重 を 負 荷 す る
位 置 を 変 え る 等 に よ り 、 上 記 ラ ジ ア ル 荷 重 の 大 き さ を 調 整 で き る 。 又 、 上 述 し た 構 造 で は
、 リ ン ク 機 構 １ ３ に 上 方 向 に 向 く 荷 重 を 負 荷 す る 事 に よ り 、 外 輪 ２ ８ に 上 方 向 の ラ ジ ア ル
荷 重 を 負 荷 す る 構 造 と し て い る が 、 支 持 棒 ３ ０ 及 び ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 面 板 ２ ９ の 下 側 に
配 置 し て 、 リ ン ク 機 構 １ ３ に 下 方 向 に 向 く 荷 重 を 負 荷 す る 事 に よ り 、 上 記 外 輪 ２ ８ の 下 方
向 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 負 荷 す る 様 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 又 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ に 対 し て モ ー メ ン ト 荷 重 を 負 荷 す る
構 造 と し て い る 。 即 ち 、 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ を 構 成 す る 面 板 ２ ９ の う ち で 、 上 記 ラ ジ ア ル
ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 中 心 軸 に 関 し て 対 称 位 置 に 、 こ の 面 板 ２ ９ の 表 裏 方 向 に 関 し て 互 い に 逆
方 向 の 力 を 付 与 す る 。 こ の 為 に 、 こ の 面 板 ２ ９ の 主 部 ３ ３ の 一 部 で 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド
ル 軸 受 ５ を 貫 通 さ せ る 通 孔 ３ ２ の 両 側 に 、 エ ア シ リ ン ダ 等 の 第 二 、 第 三 の 押 圧 装 置 ４ ４ 、
４ ５ を 配 置 す る 。 こ れ ら 各 押 圧 装 置 ４ ４ 、 ４ ５ は 、 上 述 し た 第 一 の 押 圧 装 置 ４ １ と 同 様 に
、 空 気 圧 等 に よ り ロ ッ ド を 押 し 引 き 自 在 と し て お り 、 こ の ロ ッ ド の 先 端 面 を 上 記 面 板 ２ ９
の 所 定 位 置 に 突 き 当 て 自 在 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 即 ち 、 上 記 各 押 圧 装 置 ４ ４ 、 ４ ５ は 、 上 記 面 板 ２ ９ の 表 裏 方 向 に 関 し て 、 互 い に 逆 側 に
設 け て い る 。 具 体 的 に は 、 第 二 の 押 圧 装 置 ４ ４ は 、 こ の 面 板 ２ ９ の 一 方 の 面 側 （ 図 の 手 前
側 ） に 、 第 三 の 押 圧 装 置 ４ ５ は 、 こ の 面 板 ２ ９ の 他 方 の 面 側 （ 図 の 奥 側 ） に そ れ ぞ れ 設 け
て い る 。 又 、 こ れ ら 各 押 圧 装 置 ４ ４ 、 ４ ５ は 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 中 心 軸 に 対
し て 対 称 に 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 こ の 中 心 軸 か ら そ れ ぞ れ の 設 置 位 置 ま で の 距 離 は 同
じ で あ る 。 又 、 上 記 各 押 圧 装 置 ４ ４ 、 ４ ５ の 上 下 方 向 の 位 置 は 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸
受 ５ の 中 心 軸 と 直 交 し 上 記 面 板 ２ ９ と 平 行 な 仮 想 線 β で 示 す 様 に 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル
軸 受 ５ の 中 心 軸 と 同 じ 高 さ 位 置 と し て い る 。 そ し て 、 こ の 様 に 配 置 さ れ た 各 押 圧 装 置 ４ ４
、 ４ ５ の 各 ロ ッ ド を 、 上 記 面 板 ２ ９ の そ れ ぞ れ 対 向 す る 部 分 に 当 接 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ に 前 記 モ ー メ ン ト 荷 重 を 負 荷 す る 為 に は 、 上 述 の 様 に 配 置
さ れ た 各 押 圧 装 置 ４ ４ 、 ４ ５ に 圧 縮 空 気 を 送 り 込 ん で ロ ッ ド を 押 し 出 す 事 に よ り 、 上 記 面
板 ２ ９ の そ れ ぞ れ 当 接 し て い る 部 分 を 、 図 の 矢 印 イ 方 向 と 矢 印 ロ 方 向 と に そ れ ぞ れ 押 圧 す
る 。 こ の 結 果 、 上 記 面 板 ２ ９ に 対 し て 矢 印 ハ 方 向 に モ ー メ ン ト 荷 重 を 負 荷 で き る 。 本 実 施
例 の 場 合 、 こ の 面 板 ２ ９ が 上 記 揺 動 腕 部 ３ ９ に 対 し て ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ に よ り 支 持 さ れ て
い る 為 、 こ の 面 板 ２ ９ が 、 こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 中 心 に 揺 動 自 在 で あ る 。 従 っ て 、 こ の
面 板 ２ ９ に 対 し て 上 述 し た 様 な モ ー メ ン ト 荷 重 を 負 荷 し た 場 合 、 こ の 面 板 ２ ９ に 固 定 さ れ
る 前 記 外 輪 ２ ８ に も モ ー メ ン ト 荷 重 が 負 荷 さ れ 、 こ の 外 輪 ２ ８ が 前 記 内 輪 ４ ８ に 対 し て 傾
斜 す る 傾 向 と な る 。 尚 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 第 二 、 第 三 の 押 圧 装 置 ４ ４ 、 ４ ５ の 押 圧 力
若 し く は ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 中 心 軸 か ら の 距 離 を 変 え る 事 に よ り 、 こ の 外 輪 ２ ８ に
負 荷 す る モ ー メ ン ト 荷 重 を 調 節 可 能 で あ る 。 そ し て 、 こ の モ ー メ ン ト 荷 重 を 調 節 す る 事 に
よ り 、 こ の 外 輪 ２ ８ の 上 記 内 輪 ４ ８ に 対 す る 傾 斜 角 度 を 変 え る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 又 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 面 板 ２ ９ の 一 方 （ 図 の 手 前 側 ） の 腕 部 ３ ４ の 下 側 に 、 前 記 ロ
ー ド セ ル １ ５ を 設 置 し て い る 。 こ の ロ ー ド セ ル １ ５ は 、 こ の 一 方 の 腕 部 ３ ４ に 作 用 す る 力
を 測 定 す る 為 の も の で あ る 。 そ し て 、 こ の ロ ー ド セ ル １ ５ で こ の 腕 部 ３ ４ に 作 用 す る 力 を
測 定 す る 事 に よ り 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ に 発 生 す る 動 ト ル ク が 測 定 可 能 で あ る 。
即 ち 、 前 述 し た 回 転 駆 動 装 置 １ ２ に よ り 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ を 構 成 す る 内 輪 ４
８ を 回 転 さ せ た 場 合 に 、 こ の 内 輪 ４ ８ の 周 囲 に 配 置 し た 上 記 外 輪 ２ ８ も 連 れ 回 り に よ り 回
転 す る 傾 向 と な る 。 即 ち 、 前 記 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の 転 動 面 と 、 前 記 内 輪 、 外 輪 両 軌 道 ８ 、
９ と の 摩 擦 に よ り 、 上 記 内 輪 ４ ８ の 回 転 に 伴 い 上 記 外 輪 ２ ８ に 連 れ 回 ろ う と す る 力 が 作 用
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し て 、 こ の 外 輪 ２ ８ が 回 転 す る 傾 向 と な る 。 こ の 外 輪 ２ ８ に 作 用 す る 力 が ラ ジ ア ル ニ ー ド
ル 軸 受 ５ の 動 ト ル ク に 相 当 す る 。 そ し て 、 こ の 外 輪 ２ ８ の 連 れ 回 り に よ る 回 転 に 伴 い 、 こ
の 外 輪 ２ ８ に 固 定 さ れ た 上 記 面 板 ２ ９ が 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 内 輪 ４ ８ を 中 心
に 揺 動 す る 傾 向 に な る 。 本 実 施 例 の 場 合 、 こ の 面 板 ２ ９ は 、 前 述 し た 様 に 、 リ ン ク 機 構 １
３ の 一 部 を 構 成 す る 為 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ が 変 形 す る 事 に よ り 、 こ の 面 板 ２ ９ の 揺 動 を
許 容 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 具 体 的 に は 、 上 記 外 輪 ２ ８ が 、 図 の 矢 印 ニ 方 向 に 回 転 す る 傾 向 と な っ た 場 合 、 上 記 リ ン
ク 機 構 １ ３ が 変 形 す る 事 に よ り 、 上 記 一 方 の 腕 部 ３ ４ が 下 側 に 、 他 方 の 腕 部 ３ ４ が 上 側 に
、 そ れ ぞ れ 変 位 す る 。 本 実 施 例 で は 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ を 構 成 す る 支 持 棒 ３ ０ が ピ ボ ッ
ト 軸 受 １ ４ に よ り 支 持 さ れ て い る 為 、 こ の 支 持 棒 ３ ０ が こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 支 点 と し
て 回 転 方 向 に 揺 動 自 在 で あ る 。 又 、 こ の 支 持 棒 ３ ０ 及 び 上 記 各 腕 部 ３ ４ 、 ３ ４ と 、 前 記 接
続 棒 ３ １ 、 ３ １ と を 連 結 す る 前 記 各 ヒ ン ジ 部 ３ ５ 、 ３ ５ に 、 転 が り 軸 受 ３ ６ 、 ３ ６ を 組 み
込 ん で い る 為 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ は 滑 ら か に （ 摩 擦 損 失 が 少 な く ） 変 形 す る 。 従 っ て 、
上 記 外 輪 ２ ８ に 作 用 す る ト ル ク が ほ ぼ 損 失 な く 、 上 記 一 方 の 腕 部 ３ ４ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の 様 に 、 外 輪 ２ ８ と 共 に 上 記 面 板 ２ ９ が 回 転 方 向 に 揺 動 す る 事 に よ り 、 こ の 面 板 ２
９ の 一 方 の 腕 部 ３ ４ に 、 こ の 外 輪 ２ ８ に 作 用 す る ト ル ク が 伝 達 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の 一 方
の 腕 部 ３ ４ に 伝 達 さ れ る 力 を 上 記 ロ ー ド セ ル １ ５ で 検 出 す る 事 に よ り 、 上 記 外 輪 ２ ８ に 作
用 す る ト ル ク を 検 出 で き る 。 尚 、 上 記 ロ ー ド セ ル １ ５ を 設 置 す る 場 所 は 、 上 記 面 板 ２ ９ に
作 用 す る 回 転 方 向 の 力 を 検 出 で き れ ば 、 図 示 の 例 以 外 の 場 所 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 又 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 外 輪 ２ ８ の 軸 方 向 両 端 面 に 対 向 さ せ て 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド
ル 軸 受 ５ に 生 じ る ス ラ ス ト 力 を 測 定 す る 為 の 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た 荷 重 セ ン サ で あ る 、 ス
ラ ス ト 力 用 ロ ー ド セ ル ４ ６ 、 ４ ６ を 設 置 し て い る 。 即 ち 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の
運 転 中 に 、 ス ラ ス ト 方 向 の 力 が 発 生 す る 場 合 が あ る 。 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー
ド ル 軸 受 ５ を 構 成 す る 内 輪 ４ ８ は 、 前 述 の 様 に 、 主 軸 ２ ７ に 外 嵌 さ れ て お り 、 こ の 主 軸 ２
７ は 軸 受 ２ ４ ｂ 、 ２ ４ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の 為 、 こ の 内 輪 ４ ８ は ス ラ ス ト 方 向 に は 変
位 不 能 で あ る 。 又 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 外 輪 ２ ８ は 、 前 述 の 様 に 、 リ ン ク 機 構 １ ３ に よ
り 支 持 さ れ て お り 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ は 、 ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 こ
の 為 、 こ の リ ン ク 機 構 １ ３ 及 び 上 記 外 輪 ２ ８ が 、 こ の ピ ボ ッ ト 軸 受 １ ４ を 中 心 に ス ラ ス ト
方 向 に 揺 動 可 能 で あ る 。 こ の 為 、 上 述 の 様 に 、 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ に ス ラ ス ト 方 向 の
力 が 発 生 し た 場 合 、 こ の 力 に よ っ て 上 記 外 輪 ２ ８ が ス ラ ス ト 方 向 に 変 位 す る 。 従 っ て 、 こ
の 外 輪 ２ ８ の 両 端 面 に ス ラ ス ト 力 用 ロ ー ド セ ル ４ ６ 、 ４ ６ を 設 置 し て 、 こ の 外 輪 ２ ８ が ス
ラ ス ト 方 向 に 変 位 し よ う と す る 力 を 測 定 す る 事 に よ り 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 運
転 中 に 生 じ る ス ラ ス ト 力 を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 更 に 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ を 構 成 す る 外 輪 ２ ８ の 外 周 面 の 軸
方 向 ２ 個 所 位 置 に 、 請 求 項 ５ に 記 載 し た 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の 通 過 を 検 知 す る 為 の セ ン サ で
あ る 、 ギ ャ ッ プ セ ン サ ４ ７ 、 ４ ７ を 設 置 し て い る 。 即 ち 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ を
構 成 す る 外 輪 ２ ８ の 外 周 面 で 、 軸 方 向 に 離 れ た ２ 個 所 位 置 に 、 上 記 ギ ャ ッ プ セ ン サ ４ ７ 、
４ ７ を 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 中 心 軸 と 直 交 す る 方 向 に 配 置 し て い る 。 図 示 の 例
で は 、 上 記 面 板 ２ ９ を 挟 ん だ 軸 方 向 両 側 に そ れ ぞ れ ギ ャ ッ プ セ ン サ ４ ７ 、 ４ ７ を 設 置 し て
い る 。 そ し て 、 こ の 軸 方 向 ２ 個 所 位 置 で の 、 上 記 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の 通 過 を そ れ ぞ れ 検 知
す る 。 こ の 様 に 構 成 す る 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 各 ギ ャ ッ プ セ ン サ ４ ７ 、 ４ ７ が そ れ ぞ れ 検
知 す る こ れ ら 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の 通 過 時 間 の ず れ を 求 め る 事 に よ り 、 こ れ ら 各 ニ ー ド ル ６
、 ６ の ス キ ュ ー 角 を 検 出 で き る 。 又 、 こ れ ら 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の 通 過 速 度 か ら 、 こ れ ら 各
ニ ー ド ル ６ 、 ６ の 公 転 速 度 も 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 尚 、 本 実 施 例 の 場 合 、 上 記 各 ギ ャ ッ プ セ ン サ ４ ７ 、 ４ ７ を ２ 個 所 に 設 置 し た 場 合 に 就 い
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て 示 し た が 、 更 に 多 数 の ギ ャ ッ プ セ ン サ を 設 置 し て も 良 い 。 例 え ば 、 外 輪 ２ ８ の 円 周 方 向
の ３ 個 所 で 、 ラ ジ ア ル 荷 重 の 負 荷 圏 、 非 負 荷 圏 、 こ れ ら の 中 間 の 位 置 に ギ ャ ッ プ セ ン サ を
そ れ ぞ れ 設 け て も 良 い 。 こ の 場 合 に も 、 各 円 周 方 向 の 位 置 毎 に 、 ギ ャ ッ プ セ ン サ を ２ 個 ず
つ 、 軸 方 向 に 離 隔 し て 設 置 す る 。 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 そ れ ぞ れ の 位 置 で の 各 ニ ー ド ル ６
、 ６ の ス キ ュ ー 角 を 検 出 で き る 為 、 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 運 転 時 に 於 け る 各 ニ ー ド ル
６ 、 ６ の 挙 動 を 詳 細 に 知 る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 さ れ る 本 実 施 例 の 構 造 に よ り 、 上 記 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 動 ト ル ク
を 測 定 す る 場 合 に は 、 先 ず 、 電 動 モ ー タ １ ６ に よ り 主 軸 ２ ７ を 回 転 駆 動 す る 。 こ の 電 動 モ
ー タ １ ６ の 動 力 は 、 ベ ル ト 伝 達 部 １ ７ と 歯 車 伝 達 部 １ ８ と を 介 し て 上 記 主 軸 ２ ７ に 伝 達 さ
れ て 、 こ の 主 軸 ２ ７ に 外 嵌 さ れ た 、 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ を 構 成 す る 内 輪 ４ ８ が 回 転 す
る 。 次 に 、 こ の 様 に ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ を 運 転 し た 状 態 で 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸
受 ５ に 、 リ ン ク 機 構 １ ３ を 介 し て ラ ジ ア ル 方 向 及 び モ ー メ ン ト 方 向 の 荷 重 を 負 荷 す る 。 こ
れ に よ り 、 実 際 の 運 転 状 態 に 近 い 状 態 を 再 現 で き る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 上 記 ラ ジ ア ル
ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 動 ト ル ク を 、 上 記 リ ン ク 機 構 １ ３ を 介 し て 測 定 す る 。 又 、 こ の ラ ジ ア ル
ニ ー ド ル 軸 受 ５ に 生 じ る ス ラ ス ト 力 や 、 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の ス キ ュ ー 角 、 公 転 速 度 も 検 出
す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た 様 に 構 成 さ れ る 、 本 実 施 例 の 動 ト ル ク 測 定 装 置 １ １ の 場 合 、 リ ン ク 機 構 １ ３ を
介 し て ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ に ラ ジ ア ル 方 向 と モ ー メ ン ト 方 向 の 荷 重 を 負 荷 し 、 こ の リ
ン ク 機 構 １ ３ を 介 し て こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 動 ト ル ク を 検 出 す る 。 こ の 為 、 こ の
ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 動 ト ル ク を 、 実 際 の 運 転 状 態 に 近 い 状 態 で 検 出 で き る 。 又 、 本
実 施 例 の 場 合 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 動 ト ル ク に 加 え て 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル
軸 受 ５ の 運 転 時 に 生 じ る ス ラ ス ト 力 や 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６
の ス キ ュ ー 角 及 び 公 転 速 度 も 検 出 で き る 。 こ の 様 に 、 実 際 の 運 転 状 況 に 近 い 状 態 で 、 上 記
ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ５ の 動 ト ル ク や 各 ニ ー ド ル ６ 、 ６ の ス キ ュ ー 角 等 の 特 性 を 調 べ る 事
が で き れ ば 、 前 述 し た 遊 星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 の 様 に 、 合 成 荷 重 下 で 使 用 さ れ る 回 転 支 持
装 置 に 組 み 込 む ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 に 生 じ る フ レ ー キ ン グ 発 生 等 の 問 題 の 解 決 に 寄 与 で
き る 。 そ し て 、 こ の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 の 性 能 向 上 に 寄 与 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 又 、 本 実 施 例 の 場 合 、 ラ ジ ア ル 荷 重 と モ ー メ ン ト 荷 重 を 同 時 に 負 荷 し た 状 態 で 、 各 種 測
定 を 行 な う 場 合 に 就 い て 説 明 し た が 、 ど ち ら か 一 方 の 荷 重 の み を 負 荷 し た 状 態 で 、 上 述 し
た 各 種 測 定 を 行 な っ て も 良 い 。 こ の 様 に 本 実 施 例 の 場 合 、 種 々 の 条 件 で 各 種 測 定 が 可 能 な
為 、 そ れ ぞ れ の 条 件 毎 に 装 置 を 製 造 す る 必 要 が な く な る 。 こ の 結 果 、 試 験 装 置 の 製 造 コ ス
ト の 低 減 を 図 れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 模 式 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 測 定 装 置 に よ る 測 定 対 象 と な る ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 を 組 み 込 ん だ 、 遊
星 歯 車 の 回 転 支 持 装 置 の １ 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 １ 　 　 キ ャ リ ア
　 　 ２ ａ 、 ２ ｂ 　 支 持 板
　 　 ３ 　 　 支 持 軸
　 　 ４ 　 　 遊 星 歯 車
　 　 ５ 　 　 ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受
　 　 ６ 　 　 ニ ー ド ル
　 　 ７ 　 　 保 持 器
　 　 ８ 　 　 内 輪 軌 道
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　 　 ９ 　 　 外 輪 軌 道
　 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 　 フ ロ ー テ ィ ン グ ワ ッ シ ャ
　 １ １ 　 　 動 ト ル ク 測 定 装 置
　 １ ２ 　 　 回 転 駆 動 装 置
　 １ ３ 　 　 リ ン ク 機 構
　 １ ４ 　 　 ピ ボ ッ ト 軸 受
　 １ ５ 　 　 ロ ー ド セ ル
　 １ ６ 　 　 電 動 モ ー タ
　 １ ７ 　 　 ベ ル ト 伝 達 部
　 １ ８ 　 　 歯 車 伝 達 部
　 １ ９ 　 　 回 転 駆 動 軸
　 ２ ０ 　 　 駆 動 プ ー リ
　 ２ １ 　 　 ベ ル ト
　 ２ ２ 　 　 従 動 プ ー リ
　 ２ ３ 　 　 中 間 軸
　 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 　 軸 受
　 ２ ５ 　 　 大 歯 車
　 ２ ６ 　 　 小 歯 車
　 ２ ７ 　 　 主 軸
　 ２ ８ 　 　 外 輪
　 ２ ９ 　 　 面 板
　 ３ ０ 　 　 支 持 棒
　 ３ １ 　 　 接 続 棒
　 ３ ２ 　 　 通 孔
　 ３ ３ 　 　 主 部
　 ３ ４ 　 　 腕 部
　 ３ ５ 　 　 ヒ ン ジ 部
　 ３ ６ 　 　 転 が り 軸 受
　 ３ ８ 　 　 ラ ジ ア ル 荷 重 負 荷 装 置
　 ３ ９ 　 　 揺 動 腕 部
　 ４ ０ 　 　 揺 動 支 持 部
　 ４ １ 　 　 第 一 の 押 圧 装 置
　 ４ ２ 　 　 傾 斜 面
　 ４ ３ 　 　 折 り 曲 げ 部
　 ４ ４ 　 　 第 二 の 押 圧 装 置
　 ４ ５ 　 　 第 三 の 押 圧 装 置
　 ４ ６ 　 　 ス ラ ス ト 力 用 ロ ー ド セ ル
　 ４ ７ 　 　 ギ ャ ッ プ セ ン サ
　 ４ ８ 　 　 内 輪
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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